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プログラム学習の原理  
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やらなければできない 

教育という言葉はおしえるという字が入っている。

おしえるという言葉は、自分のもっているものを与

えるという感じがつきまとっている。与える時には、

相手のことを考えて小出しに与えることが大切だと

いうことはよくわかっているが、一方とかく自分の

もっているものをできるだけ多く出そうという欲も

ある。いい意味でそれは教える側の欲であるが、そ

れが実は、教えられる側をとまどわせることになる

こともある。これが惰性になると余りよくない結果

になる。教えられるもののことは考えないで、自分

の知っていることをただ与えれば、それが教育にな

ると考えていくようになると、それは、生徒を育て

ることにならない。 

たとえば水泳ができない子供に、水泳をおしえる

とする。いくらこちらがもっているものを与えよう

としても、そういう考え方ではどうにもならないで

あろう。おしえるというのは、こちらがもっている

ものを与えることではないということは、水泳の場

合などには非常によくわかる。こちらがいくらやっ

てみせてもだめである。やってみせるというのは、

まさにおしえることであるがそれだけでは、決して

子供はできるようにならない。それでできるように

なると考えている人がいたら人に笑われるであろう。

そんなことでは、相手は育たないことをみんな知っ

ている。そして子供が水泳ができるようになるには、

子供にやらせなくてはだめだということも知ってい

る。これは真理である。 

しかし、こんな簡単なことがどうしてわからない

かと思う程、教育全体のことになると、子供に水泳

をやってみせ、それで子供ができるようになるとい

う式の考え方が横行しているのである。そこに、お

しえるということがいつの間にか、教える人の側か

らだけ考えられて、与えることだというようにしか

考えられなくなってしまっているということがあり

はしないか。子供がやって行くことに、育つという

ことの大きな原因があるのである。このことが確認

されなくてはならぬ。 

くりかえし訓練してスピードをつける 

技能のようなことだと、上のような理論はよくわ

かるのであるが、そうでないもの、理解とか知識と

かいわれるようなものだと、それがわからなくなる。

たとえば、あることをわからせるというのは、わか

っている人が、わかっていることを説明することに

よって成立つと考えている。これは全くのあやまり

ではない。しかし、非常に大きな危険性をもってい

る。 

わかっていることを説明してみせるというのは、

生徒にとっては人の水泳をみせてもらうようなもの

である。水泳の場合がそれではできるようにならな

いように、説明をきいても、それで自分が説明でき

るようにはならない。自分で説明してみるというこ

とをしなければ、それができるようにはならない。

とすると、教師の説明でわからせることが成立つと
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考えているのは何を意味しているのだろうか。なる

ほど説明を聞いたらわかったと思う。しかしそれが

自分で説明できるほどわかったことではないという

ことも確かである。 

つまりわかるということには段階があるのである。

説明をきいてわかったのもわかったの一種であり、

それも子供が育つことに関係はあるであろうが、し

かし、自分で説明できる程にわかった、そこまで育

ったということではないのである。そうなるには時

間がかかるのだというように考えるのがこれまでの

考え方であるが、果してそういう考え方でよいだろ

うか。どうもこれ迄の考え方には、子供が自分でで

きるようになるという目標がうすいのである。その

目標が稀薄なために、子供ができるようになるまで

やらせるという考え方が稀薄で、したがって、説明

を与えるというもっぱら与える方に重きをおく考え

方になるのである。 

もう一つ、これまでの教育の方法をきめる根底に

ある考え方には、記憶ということを重視する考え方

がある。なんでも最後には、おぼえておけというこ

とに結着するのである。おぼえておくということが

究極の目標であるが、これが本末を転倒させるもと

である 

技能の場合だとよくわかるが、一度できるように

なったことは、もう忘れない。おぼえているのであ

る。しかし逆は必ずしも真でなく、おぼえよう、記

憶しようとしても、できるようにはならない。技能

の場合にはからだでおぼえるなどといって、できる

ようになる訓練をするのである。それはからだも使

うことは確かであるが、しかし結局は頭である。大

脳細胞が働くようになる訓練をするのである。その

働くようになることが、すなわちおぼえたことにな

るのである。 

理解とか知識とか言うこともやはりこれと同様で

ある。おぼえるということは結果である。わかると

いうのは、ある筋道で考えることができるというこ

とで、それができるようになれば忘れないというこ

とである。頭がそのように働くようになるというこ

とである。おぼえるということに重点をおいていく

と、考えることが忘れられて結果だけ、考えた結論

だけが重視される。これはあまり意味がないことな

のである。この意味がないことは極端な例としては、

３才の幼児が大人の言葉をしゃべることによくあら

われる。また大人でも全然意味のわからぬことを暗

記すればできるけれども、何の意味もないのとおな

じである。それはまたすぐ忘れてしまうのである。

つまり考える筋道がわからないことは忘れるのであ

る。つまりおぼえるというのは、考える筋道をたど

るということである。 

 これまでの教育では、与えて、おぼえておけとい

う文脈で考えられているから、考える筋道をたどる

ようにするということが、全くといってよい程問題

にならない。考える筋道がたどれるようにするには、

それをたどることを何回も訓練しなければ、そうな

らないのである。それは体育の技能を身につけるの

と全くおなじである。訓練をしてはじめはゆっくり、

次第に早く行動できるようになるように、考え方も、

正しいプロセスをはじめはゆっくり、そしてスピー

ドをつけるようにくりかえし訓練をする。これが大

切である。 

くりかえしというのは、おなじことのくりかえし

のようであるが、くりかえして行くと、そこに時間

の差ができる。一瞬の間に結論がでるようになる。

それは一見結論をおぼえただけのとかわらないよう

であるが、頭の働きは全くちがう。こういう点がわ

からないのは、本当に人間を育てることが忘れられ

ているからである 

大切なことは、くりかえし行なってスピードをつ

けるということになるのである。こういうことは体

育の教師はよくわかっていることで、その原理がも

っと、あらゆるところに適用されなければならない。 
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ステップを大切にすること 

体育の技能などについても同様であるが、われわ

れはあることができるできないという結果にとらわ

れがちである。しかしいきなりそのできるという結

果をうえつけようとしても成功しないことも知って

いる。つまりあることができるためは、その前提と

なることがたくさんあるのである。そういうものを

身につけて行くと、おのずからできるという結果が

生まれる。正しい筋道をふむことが大切で、いきな

り大それたことをしようとしてもだめである。この

ことはよく知っている。これをステップ・バイ・ス

テップなどということも知っている。 

このことは、子供を育てる場合とくに大切である。

大切なことは、このステップをどこまでも精細にし

らべ、精密なステップをつくるかということである。

それを正しくふんで、くりかえすというところに、

子供が育つのである。体育でいえば身体の動かし方

（頭も含めて）が身につくのである。あくまで正し

く、その細かいステップをふむことが大切なのであ

る。それをつみあげて、やがて何かができるように

なるのであろうが、それは結果である。目標ではな

いのである。教育の目標は筋道を通ることが目標な

のである。 

 たとえば、バスケットに球を上手にいれる人がい

る。できないものが、その格好だけをまねしても決

してできるようにはならない。そんなことだけをい

くらくりかえしてもさるまねにすぎないことは誰も

知っている。それより基本動作の訓練をすることが

大切である。その結果上手に球が入るようになる人

もいれば、そうでない人もいる。それはしかし背の

高さとか、身体つきとかとも関係があるので、人に

よることである。大切なことは基本動作で、正しい

行動をふむことである。人々の努力の目標はつねに

そこにあるべきで、結果は問うべきものでない。教

育の目標もそこにあるのである。正しくなすべきこ

とをなしているか、正しくプロセスをふんでいるか

に問わるべきものである。 

 ステップを大切にすることである。一歩一歩を大

切にすることである。それに対しては、いかなる苦

労も厭ってはならない。最大限の努力をすべきであ

る。そういう風に子供を行動させるには、教師がそ

のステップを精細に、緻密に計算しておかなくては

ならぬ。 

 子供によって、その細かいステップのある所は早

く通過し、ある所はなかなか通過できないというこ

とがある。つまり個性があるのである。そこをみる

のが、教師の一番大切なことである。誰でもおなじ

プロセスをふまなければ、できるようにはならない

が、そのふみ方、通過の仕方は無限に人によってち

がうのである。そこを注意してやるのが、教師の人

を育てる努力である。一人一人をそうして注意して

やって、行動をさせる所に、真の教育があるのであ

る。ただ一定のことを形だけまねさせておればよい

のではない。 

 一人一人のふむステップを細かくみて、正しくふ

ませること、これが大切である。 

 このことは、一人一人の身体のくせをなおしてや

るというような言い方にしてもよい。つまり誰でも、

その時までにつくられた或る行動のくせがある。そ

れを最も自然な、合理的な行動の仕方にしてやるこ

となのである。それは正しいものさしをあてて一つ

一つ直してやることだといってよい。 

くせは、くりかえしするうちにつくものであるこ

とは誰も知っている。くせをとる、くせをつけない

ためには、くりかえしをさせないことである。正し

いくせをつけるには、正しいことのくりかえしをさ

せることである。悪い行動のくせはつけないように

すべきである。一回あらわれたら、すぐそれを直し

て、訂正することが大切である。そしてそれはあや

まりで、そうでない方がより自然で、合理的である

ことを納得させなければならない。その納得という
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のは、もちろんやってみて納得するのである。 

 こういうように、自然な、合理的な行動が、正し

いと納得してゆくには、それがあまりに複雑でむつ

かしい行動ではだめである。つまり、小さなステッ

プ毎に一つ一つ納得してゆかなくてはならぬ。そう

いうものをつみあげ、でき上って行くのである。そ

の点からも、前にのべたステップ・バイ・ステップ

ということは大切なことである。 

誤りを二度とおかさない、正しいことを正しいと

納得しつつ進んで行くということが、正しい行動が

身につくもとで、そのことのためには、どんな苦労

もいとわないということである。 

以上、プログラム学習の原理となるものを述べた

が、極めて当り前のことだと思われる人も多いと思

う。その通りであって、その当り前のことが実現し

ないのが世の中である。これを本当に実現しようと

思ったら大変なことである。 

 われわれが第一に反省しなければならぬことは、

これまでやっていた普通のあたり前の授業というも

のが、正しい人を育てる方法からみて、いかにもず

さんではないかということである。十把一からげで

やっていた授業、授業とはそういうものだと思いこ

んでいるが、一人一人を育てるという点からみると、

おかしいことが沢山ある。それを発見することであ

る。それは一人一人の教育で解決できないことも多

いが、しかしまず一人一人がそれを認めて、その上

でみんなの力を合わせることである。これも当り前

のことである。

 


